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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・千葉　輝夫様～アルツハイマー型認知症で青南病院に通院している方。8/4（火）よりデイナイトケア利用開始予定。火曜～金曜の週4回利用予定。

　　　　　　　　入浴に関しての要望あり

　　　　　　　　①脱いだ衣類が分からなくなるとのことで、脱衣かごに名札を準備しつけていただく予定。
　　　　　　　　②入浴カード購入予定だが、自己管理が難しい為、スタッフ管理とする。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様～7/29(水)定期訪問実施。猛暑日が続いているが、食事や睡眠は問題ないとないという。夜間は窓を開け就寝していると話す。食事は間食をしてしまう、つい甘い物を食べてしまうことがあるとのこと。デイケア職員からは、こんにゃくゼリーなら食べても良いと言われているとのこと。外出も適度にしており、先日根城のサンデーにCDプレイヤーとCDを購入してきたと話す。しかし、家に帰宅し、CDを聴こうと思ったが、使い方を間違ってしまったのかCDを壊してしまったとのことで、残念だったという。デイケアには今月殆んど通所することが出来ており、1回しか休んでいないと話されるため、評価している。体調の変化に気を配りながら継続できれば良い事を伝えている。
・清水　秋男様～7/30(木)定期訪問実施。先週の仕事最中に、頭痛や眩暈があり熱中症のようだった、何回か頭から水をかぶったら良くなったと話す。また、最近は暑さで食欲が落ちているが、今朝はトーストにジャムを付けて食べたとのこと。体調の変化を聞くと「特にない」とのことだが無理しないように話し、部屋で過ごしている時に熱中症かと思ったら、いつでも青明舎に連絡して欲しいと伝えている。看護師の訪問時バイタル等計るが、特に問題ないとのこと。
・前野　義勝様～8/1(土)19:13電話あり。今朝から首痛・頭痛があるとのこと。体温は37.5℃、下痢していたが今は治まっている、腹痛なし、嘔吐なし、食欲は少しあり、夕食はまだ摂っていないとのこと。「昨夜、寝苦しくランニングシャツで寝たからかな」と話している。窓に取り付けているエアコンの設定温度は21℃との事だったので、少し冷え過ぎかもしれないことを話し25℃にしてもらう。救急病院に受診したいか聞くと、「そこまでではない」とのこと。青南病院で処方されている夕食後薬がある事を確認し、これまでに夕食後薬と市販薬を一緒に服用したことがあるか聞くと「ある。何ともなかった」と話すため、少量でも食事を摂って、夕食後薬と市販薬の風邪薬を飲んでみて様子を見ることを提案。今以上に頭痛がひどくなったり、吐き気等が出てきた場合は、受診を考えオンコールに電話するよう伝えている。
・中居美津子様～7/25(土)定期訪問時実施。玄関先から猫の尿臭が酷く、トイレシートも汚れたまま乾いている物を何枚も使用している。何時交換するのか聞くと「買ってこないと替えがない」とのこと。本人は慣れているから気づかないと思うが、かなりきつい臭いがしていることを話し、購入して交換するよう話す。本人は、両ひざにサポーターをしている。膝痛について聞くと、歩いていて地面に足をつく時に痛みがあるとの事。受診はしておらず、コンドロイチン等のサプリメントを100円均一で何種類か購入して飲み始めると話しており、既に主治医にも相談済みであった。また、上前歯の差し歯が欠けてしまい、直したいがお金が無いとのこと。7月26日に姉に会った際に相談したが貰えなかった、差し歯を入れる時に1本10,000円かかったことを話すと、「もっと安いところがあるはずだから探してみなさい」と言われた事を話している。膝痛・歯の治療とも寒くなる前に何とか治していきたいと話していた。
＜グループホーム入居者様情報＞
・大久保康弘様～8/3(月)家族同行にて青森ワークキャンパス入所となる。青陽館利用終了。
・平　康子　様～要介護認定申請結果、要介護2、負担割合1割。8/1(土)訪室すると洗濯物が干してあり、「昨日洗濯しました。」と話されている。相変わらず押入れに洗濯物が入れてあり、片付けを行っている。『日本年金機構』より障害状態確認届けが届いているが、書類紛失の恐れもあるため、世話人が預かっている。今後については、高齢者の施設等を勧めてみたが、強い拒否あるため、青風荘への入居、ＧＨ入居を継続しながら介護タクシー利用しデイナイトケアの利用も検討していく。
・種本　サハ様～何か気になることがあるとそのことに執着するようになっており、7/30(木)に外泊すると思い込み、世話人に電話を何度もかけてくるため病棟に面会に行き、外泊も外出も予定はないことを説明する。通帳と財布を持参し、8月分のＧＨの家賃と光熱水費の説明を行い、8/3（月）に集金する事を話し了承を得る。

世話人との会話中に、目線がずれて何かを目で追っている。本人に聞くが、「何でもありません。」と話している。このようなことが2回ほどあり、病棟ナースに報告している。病棟でもここ1ヶ月そのような状況が見られているとの事。でも特にイライラした様子も無く、暴力行為などに至ることもない為、様子を見ているとの事。
・田中　一　様～8/3(月)朝、グループホーム入居者より顔がむくんでいると言われたことを気にしており、表情も険しくなっていた。
・中村　茂　様～7/30(木)に訪問すると、声を掛けなくても部屋から降りてきている。「今日、足の調子が悪いから休みたい。」とはなしている。今日は気温が高い為、ＧＨに居るよりも温度調節のきくデイケアに行って日中を過ごすように話すが、悩んでいる。冷蔵庫を確認すると、食パンと缶詰、飲み物しか入っていない。デイナイトに行くと食事も取れること話すと、渋々了承している。
＜利用者様情報＞

・土佐　将志　様～20歳､広汎性発達障害にて当院への通院､生活訓練施設｢青山荘｣での入所支援･生活訓練を実施中の方。本人･｢青山荘｣職員より､デイケアの見学･体験利用の希望があり､本日実施。説明への理解は良好で､分からないことは自ら聞くことが出来ている。｢運動する場所が欲しい｣｢自分のことや､障害について知りたい｣等と話しており､運動療法や疾病教室がある月･火曜日の利用を勧める。体験利用時は､楽しそうに友人である他利用者とともにバレーやドッヂボールをしたり､エアロビクスを見学したりしている。｢エアロビ､初級からやってみたいです｣｢楽しかった｣等と笑顔で話している。デイケア終了時には､｢ありがとうございました！｣と丁寧に挨拶をされて｢青山荘｣に戻っている。今週月･火曜日に体験利用を行い､参加を決定した場合は､来週より正式利用開始する予定。

・金田　光希　様～本日2回目の体験利用を実施。作業療法では計算問題､運動療法ではバレーボールやドッヂボール等に参加し､集中して楽しそうに過ごしている。｢最近､ちょっと眠れてなくて｣等と話しており､随時体調等を確認しつつ参加して頂いている。また､本人より､デイケアの疾病教室に参加したいとの希望があり､火･金曜日利用を希望している。今週火･金曜日に体験利用を行い､参加を決定した場合は､来週より正式利用開始する予定。

・繁名　和恵　様～14:45､胃痛を訴え､暗い表情をしており､傾聴。｢入浴中から､胃がガンガンと痛い｣等と話している。頓服薬服用の希望があり､同時刻服用。15:05本人より嘔吐の訴えがあり､対応。確認すると､便器に少量の茶色の嘔吐物があり､その後も少量嘔吐している。バイタル測定実施し､体温35.8℃､血圧114/85､脈拍107回/分。｢急に吐きたくなった｣｢吐いたらスッキリした｣と話しており､以後は不調そうな様子はない。再度不調が出現した際は病院受診するよう勧めている。

・岩城　敏夫　様～青風荘より左足ふくらはぎの疼痛があると情報提供あり。デイナイトケアでは、階段昇降時に痛みがあると話すが、レクリエーションのゲートボールでは、ハンマーで打つ時に膝を曲げたりしているが、痛みの訴えは聞かれない。上記内容を青風荘へ情報提供している。

・馬渡　武光　様～青風荘より下痢気味だと情報提供あり。本日のデイナイトケアでは、昼食は全量摂取。排便状態を確認すると｢変わらずゆるい｣と話し腹痛はないとのこと。プログラムには、通常どうり変わりなく参加されている。上記内容を青風荘へ情報提供している。

・稲垣　ふき　様～右足の膝裏の疼痛を訴えられている。患部を確認しながら、どういうふうな痛みかを問う。本人より｢何もしなければ、痛いときと痛くないときがある。痛みがすごーく痛かったり、なんともなかったり、どうしたらよいか｣と話される。スタッフより青風荘スタッフに相談するように促がしている。患部に痛みがあり、湿布を貼ると痒みがあり、貼らないと痛みがあると話される。上記内容を青風荘へ情報提供している。
＜外来情報＞

・下口　政子　様～栄養指導している。咳、鼻汁、痰があり、レスプレン(20)3T 3×1　小青龍湯3P 3×1 7日分処方となっている。
・若松　健一　様～採血施行

・田中　一　　様～採血施行

・下口政子様、清水秋男様、清水泰雅様、若松健一様川端Dr．外来受診について次回予約が12:30となっているため、昼食を済ませてから外来へ来るようにとのこと。
＜事例検討＞

カンファレンスシート（田中　一　様）　

実施日：H27年8月3日（月）13：30～14：00

担当チーム：佐々木･服部・工藤
参加者：慶長、鳥谷部、藤田、工藤、服部、岩澤、佐藤、坂本

検討内容　

	氏名
	田中　一　様
	性別　男
	年齢
	52
	生年月日
	Ｓ37.11.1

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	デイナイトケアの利用期間が長くなってきたので、徐々に福祉的就労に移行を検討する。

	本人希望
	ボケ防止程度に福祉的就労に挑戦してみたい。就労する際にはデイナイトケアを週3回利用したい。グループホームにずっといたい。

	家族希望
	なし。

	入院歴
	計　1回（最終：平成13年10月20日～平成14年1月5日）日駒木野病院
　1回目

· 前回：平成20年8月20日～平成20年12月8日（デイケア）

· 今回：平成20年12月9日～現在（デイナイトケア）　　（週5回）

	通所歴
	· 

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：グループホーム（あおば）
	家族構成
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茨城にいる瓦吹様が保護者になっている。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害厚生年金　2級
	自立支援医療費制度　受給中

	備考：医師より福祉的就労への移行の提案があり、本人もいずれは移行したいと考えているが、今は口渇、強迫観念、確認行為がある為、福祉的就労は難しいと話している。服薬が多いため、少なくなってからと思っているとの事。


目標計画の見直し

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化を防ぎ、肥満改善し、血圧・血糖値の安定を図る。
	①妄想がある為、現実検討が出来るようになる。
	①忘薬が無いようにし、妄想がある際は現実と区別出来るようになる。
	①忘れずに服薬し、不安感がある場合はスタッフに相談する。また睡眠を確保できるようになる。スタッフは相談出来る環境を整え、睡眠時間の確認をしていく。

	
	②体重77ｋｇまで減量する。
	②食生活の改善（間食は控える。）と運動時は体を大きく動かす。
	②体重増加防止の為、毎日間食量と朝食内容を報告する。また、運動時には大きく体を動かすようにする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①忘薬が無いようにし、妄想がある際は現実と区別出来るようになる。
	3～4ヶ月に1度、就床前薬を飲み忘れたまま眠ることがある（睡眠薬）。　妄想と現実の区別はできていると話す。強迫観念は、毎朝4～5回あり、忘れ物や薬包があり、分かっているが行動に移さないと気がすまないと話されている。時に怖い思いがあり、いのちをねらわれているような思いが起こることがある。
	服薬について忘薬はないとのこと。強迫観念については､無理に直そうとすることで本人がさらに固執してしまう可能性もあり､本人の生活に支障がないか確認を行い必要時に介入していく。怖い思いがあるときは傾聴しどのようにしていけば安心できるか確認し対応する。計画を継続。

	②食生活の改善（間食は控える。）と運動時は体を大きく動かす。
	間食を控えたいと発言聞かれているが、食欲を我慢できないと話しており、1日の間食はうみねこの菓子パンを3個(クリームが入っているもの)または、煎餅1袋食べてしまう。多い時で（休日の間食量が多く）1000kcal、少ない時で300kcalとなっている。口の渇きを感じて、水分摂取量が多い状態は継続している。運動参加時には大きく身体を動かしているが、遅刻してくることも多く、朝の運動に間に合わないことがある。
	間食を控えることが困難であるが、少なくしようと努力されるときもある。運動療法に積極的に参加出来ていない状況であるが、参加するときは、積極的に前列に行き、体を大きく動かされている。継続できていないことで目標を達成出来ていない。随時体重の確認､間食や運動量等の確認を行いながら､助言を行っていく。計画を継続。

	その他
	食べ残しは管理できているが、賞味期限切れのものを捨てずにいる。

(乾いた醤油)を捨てずにいることがあり､随時GH管理人が介入している。

他、他者が、無神経な言動や行動をとると、許せなく、攻撃的な言葉になることがあると本人言われている。
	職員が介入することですぐに対応出来ているが、目立つ程ではない行動ではあるものの､社会生活を維持していく上で問題となる可能性がある。　

今後､デイナイトケアでの様子(他者に攻撃的な行動等が認められた時は､傾聴し振り返りを行うようにする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化を防ぎ、肥満改善し、血圧・血糖値の安定を図る。
	①妄想がある際は、現実検討が出来るようになる。
	①忘薬が無いようにし、妄想がある際は現実と区別出来るようになる。
	①忘れずに服薬し、不安感がある場合はスタッフに相談する。また睡眠を確保できるようになる。スタッフは相談出来る環境を整え、睡眠時間の確認をしていく。

	
	②体重77ｋｇまで減量する。
	②食生活の改善（間食は控える。）と運動時は体を大きく動かす。
	②体重増加防止の為、毎日間食量と朝食内容を報告する。また、運動時には大きく体を動かすようにする。


